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水稲乾田直播の

栽培の極意と狙い

雪国の
革新する

技術革新の背景と栽培技術のあらまし

齊藤 義崇 （北海道栗山町）
元・空知農業改良普及センター 直播プロジェクトチーム

シ
リ
ー
ズ

水田農業イノベーション

者
が
高
齢
化
す
る
状
況
で
は
、
米
づ
く
り

の
限
界
を
最
も
感
じ
る
労
働
で
あ
る
。
克

服
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
親
戚
、
近
所
、

知
人
に
よ
る
田
植
え
の
手
伝
い
は
、
農
村

の
過
疎
や
疎
遠
と
な
る
傾
向
か
ら
か
、
臨

時
の
労
働
供
給
が
成
立
し
に
く
く
、
臨
時

に
人
を
雇
え
た
に
せ
よ
苗
運
搬
に
対
す
る

賃
金
は
、
高
額
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
移
植
水
稲
の
作
業
機
は
専
用

機
や
専
用
機
材
が
多
く
、
規
模
拡
大
を
進

め
て
も
、
機
械
費
用
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
。
図
１
・
２
は
育
苗
移
植
の
作

業
機
と
乾
田
直
播
の
作
業
機
の
コ
ス
ト
を

規
模
別
に
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
規
模

拡
大
に
よ
る
機
械
費
用
の
コ
ス
ト
低
減
効

果
は
、
移
植
栽
培
が
低
い
。
実
際
の
事
例

か
ら
は
、移
植
栽
培
は
25�

ha
を
超
え
る
と
、

適
期
作
業
の
点
か
ら
複
数
必
要
と
な
る
た

め
、
コ
ス
ト
低
減
効
果
は
極
め
て
低
く
な

る
。

　

岩
見
沢
地
域
で
の
乾
田
直
播
栽
培
で

は
、
麦
・
大
豆
と
の
作
業
機
の
共
有
が
図

れ
る
も
の
を
導
入
し
、
技
術
体
系
を
組
み

立
て
て
い
る
の
で
、
使
用
頻
度
が
高
ま
る

ほ
ど
、コ
ス
ト
低
減
効
果
は
よ
り
高
ま
る
。

　

こ
れ
は
岩
見
沢
地
域
の
み
な
ら
ず
、
全

国
的
に
移
植
水
稲
が
抱
え
る
課
題
で
あ

り
、
解
決
方
法
と
し
て
、
乾
田
直
播
栽
培

が
注
目
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

北
海
道
の
直
播
栽
培
は

古
く
て
新
し
い
技
術
で
あ
る

は
じ
め
に

　

北
海
道
岩
見
沢
地
域
は
、
水
田
面
積
が

約
１
万
５
６
０
０
ha
で
、
転
作
が
約
50
％

を
占
め
る
。
水
田
で
は
労
働
力
の
不
足
が

問
題
で
あ
る
。
転
作
田
で
作
付
け
さ
れ
る

麦
（
４
２
０
０
ha
）、
大
豆
（
１
２
０
０

ha
）
も
連
作
障
害
に
よ
り
低
収
傾
向
に
あ

る
。

　

生
産
農
業
所
得
も
低
迷
を
続
け
る
状
況

に
あ
り
、
生
産
性
の
改
善
を
狙
い
と
し
た

水
田
農
業
の
技
術
革
新
は
急
務
で
あ
っ

た
。
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
田
畑
輪
換

が
容
易
で
省
力
技
術
で
も
あ
る
乾
田
直
播

の
導
入
を
図
り
、
麦
・
大
豆
と
の
輪
作
を

「
空
知
型
輪
作
体
系
」
と
名
付
け
、
技
術

実
証
を
行
な
い
な
が
ら
普
及
が
進
ん
だ
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
技
術
体
系
の
中
核
を
担

う
技
術
、
水
稲
乾
田
直
播
を
紹
介
し
、
水

田
農
業
の
生
産
性
改
善
を
目
的
と
し
た
技

術
革
新
の
必
要
性
を
、
岩
見
沢
地
域
の
実

践
事
例
か
ら
２
回
に
分
け
て
報
告
す
る
。

生
産
性
伸
び
悩
み
、
コ
ス
ト
低
減
が

難
し
い
移
植
の
コ
メ
づ
く
り

　

担
い
手
不
足
か
ら
規
模
拡
大
は
避
け
ら

れ
な
い
時
代
で
あ
る
が
、
水
田
農
業
を
行

な
う
一
経
営
体
が
、
保
有
す
る
労
働
力
に

は
限
界
が
あ
る
。「
苗
半
作
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
苗
づ
く
り
か
ら
移
植
ま
で
の

農
作
業
は
、
肉
体
の
み
な
ら
ず
精
神
的
に

も
き
つ
く
、
つ
ら
い
作
業
で
、
農
業
従
事

第3回

前 編コメづくり技術を
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１
９
３
０
年
ご
ろ
、
慣
行
苗
の
田
植
え

は
１
時
間
当
た
り
０
・
７
ａ
程
度
だ
っ
た

が
、
無
芒
品
種
「
坊
主
」
と
「
た
こ
足
直

播
機
」
の
開
発
に
よ
り
、
直
播
栽
培
は
１

時
間
当
た
り
５
ａ
の
は
種
が
可
能
と
な
っ

た
。
北
海
道
の
直
播
栽
培
面
積
は
15
万
ha

を
超
え
、
米
づ
く
り
の
主
流
だ
っ
た
。
し

か
し
、畑
苗
代
移
植
栽
培
が
普
及
す
る
と
、

安
定
性
な
ど
か
ら
70
年
代
に
一
度
直
播
は

姿
を
消
し
た
（
図
３
）。

品
種
は
「
大
地
の
星
」

　

岩
見
沢
地
域
で
乾
田
直
播
栽
培
に
用
い

る
品
種
は
、「
大
地
の
星
」
で
あ
る
。
乾

田
直
播
の
成
熟
期
が
移
植
栽
培
よ
り
遅
く

な
る
た
め
、
温
暖
化
傾
向
と
は
い
え
、
北

国
特
有
の
冷
害
の
不
安
は
い
つ
も
つ
き
ま

と
う
。
大
地
の
星
の
栽
培
特
性
は
、
発
芽

性
が
極
め
て
良
く
、
早
生
で
耐
冷
性
が
極

強
、
葉
い
も
ち
病
の
耐
病
性
も
強
く
、
岩

見
沢
地
域
で
は
平
成
18
年
10�

ha
か
ら
、
平

成
25
年
現
在
で
約
４
２
０
ha
（
う
ち
乾
田

直
播
は
３
７
０
ha
）
の
直
播
栽
培
団
地
を

形
成
し
て
い
る
。

　

乾
田
直
播
栽
培
の
産
米
品
質
の
向
上
と

安
定
化
は
急
務
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
栽

培
経
験
年
数
や
地
力
に
米
質
は
左
右
さ
れ

る
。
大
地
の
星
は
千
粒
重
が
28
ｇ
程
度
で

粒
が
大
き
く
、
粘
り
と
炊
飯
す
る
と
き
に

出
る
特
有
の
香
り
が
少
な
い
。こ
の
た
め
、

米
に
味
を
加
え
る
、
ピ
ラ
フ
、
炒
飯
な
ど

に
最
適
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
岩
見
沢
の
直

播
栽
培
で
作
ら
れ
た
大
地
の
星
の
ほ
と
ん

ど
は
、中
外
食
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

量
販
店
を
通
じ
て
食
卓
に
上
っ
て
い
る
。

中
外
食
で
の
米
の
消
費
が
拡
大
す
る
昨
今

の
時
代
状
況
に
マ
ッ
チ
し
た
、
業
界
か
ら

求
め
ら
れ
る
適
性
を
備
え
た
品
種
で
あ

る
。

 

「
作
り
や
す
く
、
需
要
が
あ
る
」。
大
地

の
星
を
品
種
と
し
て
選
ん
だ
こ
と
も
、
岩

見
沢
地
域
で
乾
田
直
播
栽
培
に
よ
る
技
術

革
新
が
可
能
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
大
き

い
と
い
え
る
。

基
本
と
な
る
乾
田
直
播
の
作
業
体
系

　

は
種
床
づ
く
り
は
、
前
年
に
行
な
う
こ

と
を
基
本
に
し
て
い
る
。
推
奨
は
小
麦
収

穫
跡
で
あ
る
。
プ
ラ
ウ
耕
を
行
な
っ
た
ほ

場
は
、
積
雪
の
重
み
で
適
度
に
鎮
圧
が
な

さ
れ
、
乾
燥
後
に
レ
ー
ザ
ー
均
平
作
業
を

行
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ウ
耕
に
よ
り
、
前

作
の
作
物
残
さ
物
が
埋
設
さ
れ
、
適
度
な

起
伏
が
ほ
場
乾
燥
を
も
た
ら
し
、
均
平
精

度
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
全
層
施
肥
を
行
な
い
、
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ロ
ー
に
よ
る
は
種
、
鎮

圧
を
２
回
行
な
い
、は
種
作
業
を
終
え
る
。

収
穫
後
は
は
種
前
の
前
年
と
同
様
の
土
づ

く
り
を
施
し
、
大
豆
の
作
付
け
を
行
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
が
推
奨
し
て
い
る
基
本
的
な
作
業

体
系
で
あ
り
、
従
来
の
乾
田
直
播
よ
り
作

業
回
数
は
飛
躍
的
に
少
な
く
て
済
む
。
こ

の
作
業
体
系
を
組
み
込
ん
だ
輪
作
が
、
空

知
型
輪
作
体
系
で
あ
る
。
輪
作
を
す
る
こ

と
で
土
壌
環
境
が
整
い
、
各
作
物
の
病
害

虫
と
雑
草
の
発
生
を
抑
え
、
政
策
支
援
品

目
と
所
得
向
上
を
目
指
す
露
地
野
菜
と
組

み
合
わ
せ
、
水
田
を
合
理
的
に
活
用
し
、

所
得
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

る
。乾

田
乾
籾
播
種
法
と
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
出
芽
前
処
理

　

北
海
道
の
乾
田
直
播
の
播
種
量
は
10
ａ

当
た
り
で
12
㎏
程
度
で
あ
る
。
催
芽
・
浸

漬
を
行
な
う
と
約
１
・
３
倍
程
度
に
な
り
、

15
㎏
ほ
ど
と
な
る
。
加
え
て
出
芽
安
定
の

た
め
に
、
種
子
に
酸
素
を
供
給
す
る
た
め

の
カ
ル
パ
ー
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
粉

衣
作
業
も
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

た
め
、
乾
田
直
播
の
本
格
的
な
導
入
が
進

注：�成苗ポット、10 年使用、修理係数５％。岩見沢地域の
経営分析から得た情報から平均的な装備で試算（図１・
２共通）
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図１：田植機と育苗の 10a 当たり機械費用

図２：直播作業機の 10a 当たり機械費用

図３：たこ足直播機の作業風景
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雪国のコメづくり技術を革新する（前編）　技術革新の背景と栽培技術のあらまし

水稲乾田直播の栽培の極意と狙い

シリーズ 水田農業イノベーション

第3回

む
と
、
農
業
者
の
浸
漬
・
催
芽
な
ど
の
種

子
予
措
が
重
労
働
と
な
る
。
あ
る
農
業
者

は
一
戸
で
25�

ha
乾
田
直
播
を
導
入
し
て
い

る
が
、
種
子
予
措
で
扱
う
種
子
量
は
３
t

を
超
え
る
。
加
え
て
催
芽
を
実
施
し
た
後

に
、
天
候
不
順
に
よ
り
播
種
が
長
期
に
延

期
さ
れ
た
場
合
、
保
存
中
の
種
子
の
発
芽

力
が
低
下
す
る
危
険
性
も
高
ま
る
。
こ
れ

で
は
省
力
技
術
ど
こ
ろ
か
、
重
労
働
を
増

や
す
技
術
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

そ
こ
で
岩
見
沢
地
域
で
は
、
種
子
予
措

を
省
力
す
る
乾
籾
は
種
の
実
証
試
験
を
平

成
20
年
か
ら
行
な
い
、
そ
の
有
効
性
を
５

年
で
実
証
し
た
。
乾
籾
区
で
は
出
芽
期
が

３
日
程
度
遅
れ
、
苗
立
率
は
８
％
程
度
低

下
す
る
も
の
の
、
収
量
へ
の
影
響
は
少
な

か
っ
た
。
種
子
予
措
の
労
働
も
大
幅
に
削

減
で
き
た
。
結
果
、
現
在
の
岩
見
沢
地
域

の
乾
田
直
播
の
種
子
は
、
購
入
し
た
未
消

毒
乾
籾
を
袋
の
ま
ま
ほ
場
に
搬
入
し
、
直

接
播
種
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
乾

田
乾
籾
播
種
法
」
と
名
付
け
た
。
欧
米
で

行
な
う
直
播
栽
培
と
ほ
ぼ
同
様
の
方
法

で
、
乾
籾
は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ロ
ー

の
ホ
ッ
パ
ー
か
ら
の
落
下
も
ス
ム
ー
ズ
で

あ
る
。
究
極
の
省
力
法
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
、
最
新
の
実
証
試
験
は
８
㎏
／

10
ａ
で
、さ
ら
な
る
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
乾
籾
播
種
法
を
用
い
る
よ
う
に
な

っ
て
以
降
は
、
雑
草
と
稲
の
出
芽
差
を
利

用
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー

ド
の
出
芽
前
処
理
技
術
を
実
証
、
乾
田
直

播
ほ
場
の
雑
草
の
発
生
を
以
前
よ
り
抑
え

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
乾
籾
の
出
芽
遅
れ

か
ら
、
雑
草
の
発
生
密
度
が
高
く
な
る
こ

と
を
逆
手
に
取
っ
た
、
出
芽
前
雑
草
処
理

方
法
で
あ
る
。
こ
の
除
草
剤
の
費
用
は
、

約
４
０
０
円
／
10
ａ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

前
編
は
岩
見
沢
地
域
の
乾
田
直
播
の
栽

培
の
実
際
を
紹
介
し
た
。
後
編
は
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
課
題
を
具
体
的
な
現
地
デ
ー
タ

か
ら
解
説
し
、
水
田
農
業
の
技
術
革
新
の

必
要
性
を
述
べ
る
。�

（
続
く
）

●4年 1回転が理想！
●各作物収穫後は、
　しっかり土づくり！

秋小麦、春小麦 水稲
乾田直播、無代掻き

露地栽培 大豆、デントコーン

図４：空知型輪作体系

弊 社 役 員 人 事 に つ い て
　株式会社農業技術通信社では、平成25年６月22日に弊社会議室において第26期 定時株主総
会を開催し、専務取締役浅川芳裕の取締役退任と顧問就任が了承されました。
　浅川芳裕はこれまで『農業経営者』の副編集長を務めてまいりましたが、浅川に代わり永
井佳史（『ポテカル』副編集長）が副編集長（兼任）に就任いたしました。なお、「農業ビジ
ネス」編集長及び『ポテカル』編集長は従来どおり、浅川芳裕が担当いたします。
　以上、読者の皆様に謹んでご報告いたしますとともに、今後とも株式会社農業技術通信社
に対するご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

株式会社農業技術通信社 代表取締役

『農業経営者』編集長　昆 吉則

≪第３回農場視察セミナー≫
　第３回目の農場視察セミナーを９月３日に開催します。今回の視察先は、山梨県山梨市の㈲ピーチ専科ヤマシタ
と、岡本英史氏が北杜市で経営するワイナリーのボーペイサージュです。山下氏は、私募債による資金集め、桃の
木オーナー制を発展させた顧客の会員化、桃のカフェ「ラ・カーサ・デラ・ペスカ」を経営。一方、岡本氏は学生
時代からワインづくりに憧れ、非農家出身でブドウの生産からワイナリー経営までを実現しています。
　このお二人が取り組まれた農場・農村ビジネスの資金、顧客集めなど、その経営ノウハウを学ぶセミナーです。
皆様の参加申込をお待ちいたしております。詳しくは弊社ホームページでご確認ください。


